














 

研究計画と研究経過 

 二分脊椎(脊椎披裂)は近年病態の研究も進み、関連各科の協力のもとで患者

の長期生存が可能となり、それに伴って成長と共に下肢、股関節そして脊柱に

関する諸問題が発生して来た。私たちの分担課題は、二分脊椎症児(脊髄々膜瘤

を伴うもの)の脊柱変形の進行様相に関する研究である。 

 「脊椎披裂症児を守る会」北海道支部の協力のもとに、この会に所属してい

る患者と、当院ならびに関連病院の脳外科、整形外科で治療をうけた患者を北

大病院によんで直接検診し脊柱変形につき詳細に調査した。 


